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概説　西成地域における日雇労勤者の実態

たことがあったか､これは全く虚経てあって､仕事が少

くなったのは､例年通り事実であるが､労飼音数が減少

したのも事実である(別項後述) ｡

就労形体　大まかに大別して､ 4つの形体(グループ)

を見ることが出来ろ｡

第1のグループは､大阪府阿倍野公共職業安定所西成

労働出寂所に失対登録､あるいは民間雇用として､無料

紹介を受け､就労するもの｡その仝登録者数は約4,500

謹業主嘉謀議三諾器:銅
男子､あるいは婦人が多く､賃金は失対が570円-700円

前後､民間で平均1,000円とされ.他に比べて安いが､

土地に対する定着津は高く､停滞的である｡

第1のグループは､西成労働福祉センターの無料あっ

せんを経て.就労する典型的な日雇いの集団で.その教

は経済界の好､不況.季節.天候等を最も敏感に受け

て､その都度就労の増減がさびしく､夏蕗の3.000名か

ら冬季の1,500名､更にひどい時は､ 500名前後と上下す

る｡そのほとんどが単身男子であり､年齢層も20オー50

才まで､重労働に適した届であり､賃金は昼間8時間の

平均1.200円.個人的には1.500円位いぼかせくものもあ

る｡好､不況iの影響が最もさびしく､単身男子であるこ

とから､第1グループとは対立的に､流動的な労働人口

を形成している｡このグループにっいては､当センター

の事業対象として､後に詳述される｡

第Iのグループは.､前二者に属せず､トビ職､大工､

左官､屋根昼など､職人として一定の特設を持ち､個人

約-人側と契約して就労する人達であ-で日雇い形　ti

式のはか､短期あるいは､長期にわたる直行ないし常用

もあることが推定される｡その教は前記西成署の調査に

より､ 5千金名となっており､毎朝6時30分から7時半

ごろまで､国鉄新今宮駅や地下鉄動物園前その他の交通

機関を利用して職場に急ぐ｡このグループは賃金が

1,500円-2,000円と高額であり､その半数以上は月短め

アパートに止宿しているところから､生活も安定し､世

帯を織成している教も相当にのぼるものと判断され､定

蕃度も第1グループと比較すれば高いだろうが､やはり

好､不況による流動性は可なりあるものと思料される｡

更に第Ⅳのグループとして､抽出されるのは､この地

域に生活の根拠をおき､西成区内あるい朕その周辺の､

主として中小企菜で捌く労務者が若干数にのぼることが

推定されるのであるが､現在のところその概数も賃金形

当財団の事業を理解していただく参考資料として､西

成地域における､全体的な日雇労働者の実態について､

あらましを記述いたします｡

ここにいう西成地域とは､大阪市西成区の一都(同区

の約10分の1)であって､同区の東北隅にある､はば

0 6平方キロの広さのところ､時として｢釜ケ崎｣と呼

ばれるが､これは行政名でもなく､また土地の有識者は

この呼称を怒端にさらうので､この名称ほざけることと

する｡

日雇労働者の敦　この地域に一応生活の根拠をおき

働きに出る日雇労働者は､どれだけの数にのぼろか｡厳

転に言えば､毎日上下の差異があり､変動があるので､

正接にとらえることは不可能である｡

昭和39年5月31日を現在として､西成聾乗客が各宿泊

業音の協力を得て､謁証した数字は次の通りであった｡
-嫡易宿泊所225､普通アパート226､日払いアパート

46､旅館55､共同住宅55､バラック160､計767個所(請

)に止宿する日雇労働着8,893名､暇人等5,178名､記

14.071名となっている｡このうち簡易宿泊所(いわゆる

ドヤ)にとまっているものが､日雇8,287名､職人1.966

名､合して10.253名､全数の72.8%と圧倒的である｡

ほとんど独身男子で､世羅書はごく少数と見なされて

いろ｡ただ､大工､とび､左官､屋根屋など､職人で普

通アパート(月極めのもの)に住むものが､ 2,114名と

簡易宿泊所にとまっているもの(I.966名)より多いの

か特徴的であるが､これはその生活が､日雇労働者より

安定し､世辞持ちが比較的多いこと､主婦､児壷で簡易

宿泊所にあるもの1.698名に対し､普通アパートに住む

もの3,464名と多数を示していることが,その証左であ

ろう｡

夏季(7月-9月)になって､仕野も多く､生活もし

やすくなると､この数が10%-20% (約15,400名-16,

800名)は増大し､逆に冬季(12月一里2月)になり､

任那が減り､生活もしのぎにくくなると､夏に比べて､

20%-40% (約Ii200名-9,000名)に減少し､その年の

産莱界の情勢､天候等に!,左右されて､年間を通じ,最

大17,000から最少9,000名くらいまでの､はけしい流動

性があるようだ｡なお､昭和39年の募れ,一部のマス･

ゴミがオリンピック終了後､東京の労働者が大阪へ大量

に流れて､西成地球は日雇いであふれ､逆に年末は仕球

が減るので､ -と掻きの可能怪があると､危機説を流し
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体もつかむことが出来ていないoグループと呼ぶにふき

ゎしくない層でもあるようだが､一応こう呼んでおくこ

とにする｡

実証的数字　上にあげた数字を実証的に関連させる

ため､センターが昭和39年の夏季におこなった二つの詞

盃を略述する｡

その一つは､ 7月28日(火･曇天)に､西成警察署(

警備課)と懐同し千　七ンターの就労あっせん場であ

る､西成区東四条町の平野一尼ケ埼操の路上わきて､こ

こに出入する労燭音数をまとめたことである｡

これによると､同日の午前5時から9時までの小事間

に､この就労あっせん場に徒歩で入った労務者の廷数

6.444名(これをAとする) ､同様に出ていったもの

4,079名(B)､単純に考えて､ A-B=2･365名がセン

ターあっせん就労数と一致すれば､簡単であるが､この

日センターが受け付けたあっせん就労数は､ 160件､

2,088名で､その差2.鱗+2.088=277 (名)となってい

る｡ただし､求人者が作為､不作為のいずれかの理由

でセンターにとどけずに､労務者を連れて行った数が

､受け付け数の10%はあると見込んで､この日センタ~

現場から就労した数は､ 2,300名繭麦と見るのか妥当の

ようでもある｡

第2の調査は､周辺の各種交通機関を利用して就労す

る労働者(主として第Iグループと推定されるもの､そ

の他)の数をとらえることで. 8月19日(水･晴) ､各

交通時間の始発時から､午前9時までのものを､センタ
ー職員とアルパ/ト学生の協力でまとめたものであるc

その結果は､

ィ､国鉄環状線新今宮駅乗封　　　2.648名

ロ､地下鉄動物園前　′/ I/　　　695′l

-､市電鐙町(恵美須方面) ,′　　　　299 'I

二､　′/ (阿伴野方面) ′ノ　　　　283′/

本､市バス今宮工香南西行　　　　196〟

へ､　　'/　　　南行　　　　154 ′I

計　　　　　　　4,275名

これは乗物利用者だけ親ゝら､これに徒歩就労(主と

して第Ⅳグループを推定)するもの20%を見込むと､

4,275×1 20=5,130名となり､ほう大な数が公共的職業

紹介機関(センターも含む)に関係なく就労しているこ

とになる｡

結　　合　これまでの統計あるいは推計をまとめる

と昭和39年8月19日(夏季)の就労数は次のように兄つ

もられる｡

第1グループ(労働出張所関係) 1.500名(磯数)

第1グループ(センター圃系)　2,6511′ (実数)

第6と第Ⅳグループ　　　　　　5,130,I (榔数)

訂　　　　　　　　　　　9,281 Il

ほぼ正確にとらえられた数がこれだけだから､これに

もれ,･=数を10%と見積っt･約10･000名の巨大な就労教

と見ることは､過大な推討てないと藷諭されるoこれを

親指すれば､ 39年の夏場には､ 5月末の西成署の覿盃に

ょる1万4千名より更に多い､約1万5千名が止宿する

と推定して､そのうち1万名が就労していろこと､すな

わちその3分の2が日々放iL､ 3分の1が不就労(あ

ぶれの形)ど,なっていると見ろr･･ろ｡ 3分の1の不就労

は大きすぎるようだが､この人達の個人的労助日数は､

平串20日として､適切な比率のようである｡就労日が少

いの忠､社会的原因(仕事が無い) ､個人的原因(労働

意欲の喪失)などがあげられるが､その労働が重労働で

ぁっ1.生理的にもその鍵康保持の上からも､休日が多

く要求されることに注目したい｡

毎日10.000名が稼働して､平均賃金を1･000円として

も､日々実に1,000万円の巨額な賃金の黛翻i=の地域

にもたらされるのであり､この地域の繁栄は､この人達

の労働力に負うものが大きいと見なければならない｡の

みならず､この人達の多くは､労働力の豊富な青年ない

し壮年層であり､下積みの日雇条件に甘んじ､絶えず危

険な重労働に従っている､産業界の大きな働き手であり

大きな労働源であるC東京都社会福祉審議会が｢山谷｣

の福祉対策に関し､都知事におこなった答申の中で.

社会飾こみたその労働力について､ ｢何よりも､それは

巨大なエネルギーである｡この地区に生活するものは､

ほぼ推定38､000とみられる｡それらの過半数は活力あふ

れる青壮年である(20才以上､ 40才未満のもの46%) ｡

しかもそのほとんどが独身者である｡また彼らの収入を

見ると､月収20･000円以上のものが､ 58 2%れめ,し

かも40,000円以上が実に11 1%という数字になってい

ろ｡　中略　つまり､若さと経済力とかこの土地の

潜在的エネルギーであるoそのエネルギーは無目的に消

耗されて行くことが問題なのである｡ ｣ (醐3時7月

10日､東京都社会観審議会｢東京都における不良環境

地区に対する福祉対策に関する答申｣の6頁) ｡この事

実披､問題を破木棚こ-する手かかりとしで西成地

域における労務者の場合にも､両脚こ妥当するC

冬季の減少　上にあげた数字は､夏季のもものであ

るが､冬になると､これがきまって韻少する｡昭耶9年

12月初句､西成署の調査では､簡易宿泊所における止宿

労務音数は､ 15%-30%の減少､ 40年の1月上旬瞳ら

にはげしく､ 30%-40%と例年に見ない激減ぶりを示し

ている｡センター扱いの就労も夏の2.500名-3･000名に

対し, 12月上旬ぼ1.500-2,000名､ 40年に入ると､ 1月

15日まで1,000名を越したのは､たった3日だけ､よう

やく20日をすぎて, 1.500名台になって､しゅうぴをひ

らいた状態である｡
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では､大量に減ったその数はどこへ行ったか?実際の

調査をおこなってないので.断言出来ないが､おそらく

例年通り､大部分は飯場で越年し､一部のものは席郷し

たものと推定される｡

挫会的桂蕗と流動挫　このように流動性がはげし

いことば､仕草のはげしい増減こつれて､その社会生活

に安定を欠いていることであろう｡労働者がこの土地に

流れ込んで来た理由として患､社会的なものと､個人的

なものと､双方の原因､ある揚合はこの二つが併存交錯

して生じた結果と見る｡社会的原因を一言にして言えば

多くの経済-社会学者が示すように､自由主義経済がも

たらしたヒズミによるもの､簡単な説明であるが､農村

で潜在失業化した無数の労働者の大都市流入､多くの失

業者や中小企業の敬重､没落による転入等を追及してい

ただきたい｡かくて､大阪市立大学の大鼓助教授が分析

するように､日本における｢塩漬成長にともなう人口激

増と巨大都市化の問題､巨大都市と住宅地不足の問題(

ドヤ詳およびスラムの発生) ､経済成長と労鋤不足の問

題(ヤミ労働市場の発生) ､巨大都市人口の流動性､異

質性､重層性と法的規制の無力化の問題(暴力､麻薬､

売春､ヤミ手配等の大量発生) ､社会保障制度の遅滞と

経済的地位の上下分割との問題(大都市最下層大衆の特

定地区への大量集中)が､重要な現角として指摘されね

ばならない｡｣ (ミネルヴァ書房刊､ ｢金ヶ崎･スラム

の生態｣磯村英一､木村武夫､孝櫛正一霜､ 71-72頁)

ことが提言されるわけである｡

個人的な原因としては､借財あるいは病気による転

落､家族や勤務先での不和から生じろ逃避など､その主

な理由としてあげられる｡が､これと!ま全然別個に､こ

の地の特殊桂として､労働意欲を糞失した若干数が存在

することも事実である｡具体的には､ (a)泥醇､ほう

とう､賭博などの常習(労働?)普. (b)浮浪者､精

神薄弱者,僧緒降雪も含めた精神異常者､ (C)肉体的

には正常であるが､就労意志がきぼくで.求人者になん

くせつけたり､同僚の労働者をおとして､金銭にしよう

とする､いわゆる"たかり"的存在など｡ただし､ここ

で是非知っていただきたいことは､上にあげたa､ b､

Cの数はいたって少く､せいぜい300名程度､この人達

何人かの心ない､時々の騒ぎだけが世間で大きくとりあ

げられ1万数千にのほろ大多数の真面目な労働者の産

業界に貢献する無限の労餉翻ミ公平に認識されていない

うらみがある｡

この地域の住民梯遠について､西成輩察署長下山登氏

は､その生態別で次の5をつあげているo ｢(1)蘇

館､下宿､アパート､簡易宿泊所､飲食店､古物商をは

じめ,各種生活必語品を売る商店の経営者とその家族､

(2)通常ドヤと呼んでいる廟易宿泊所に住んで,峨安

田m E

や労働福祉センターを通じ鋤く者(3)日払いのアバ　　う
iートやバラック住いの家族持ち(の職人､労働者､零細

業者)等､ (4)金があればドヤに宿るが､大体は公

園､空地､駅などを寝くらにして､働く意欲を失ってい

る浮浪者に近いもの､ (5)この地区内に専務所を持

ち､ある国ま旅館を根じろにして､売春､麻薬､盗品の

故買を生活の手段としている暴力団､ぐれん隊､犯罪者

等の反社会的集団｡ ｣ (下山登氏｢釜ケ崎現地報告シン

ポジウム｣での発言､雄志｢少年稿導｣昭和40年､ 2月

号63-64頁､列記順不同) ｡

上述の全住民の人口は､軽定45,000-50,000名といわ

れる｡正確な調査は､可なり古いが､昭和35年10月1日

に行われた国勢調査の32.334名が唯一のものであり､英

霊誌詰諾岩盤Iv:':倒
地域の人口流動がいかにはげしいか､区役所の未登録人

口がいかに多いか､を証してあまりある｡

ドヤ街とスラムと反社会的地帯　周知のように､

この地域は､ 62年前の明治36年､大阪府の行政的処置に

より､大阪市内にあったスラム樅戌の人口が､当時選成

都であったこの地に移され､以来残念至極なスラムとい

うラベルをはられて来た｡しかし､現在捜スラムとして

の現象的要素は､非勧こうずれて来たと見る｡茜戊署が

指摘するスラムは､ 3地区､ 210坪､ 179世帯､人口542名

となっている｡このうちの1地区､ 60坪､ 45世管､ 168

名は､昭和38年､大阪市と話しがまとまり､その占有し

ていた市有地を立退いた( ｢防犯コーナー2年呂の動き

｣ 81頁) ｡秘まこの限定に疑問を持ち､スラム的性格は

もっと拡大解決されることにくみするものであるが､そ

れにしても､前記した簡易宿泊所､アパート､旅鎧等の

宿泊者は常時20,000名以上あり､自由労務者が14,000名

器諾器誤読諾謹言霊; ti
きりした実状である｡

さらに､ここは犯罪の多発(反社会的)地指としても

注目される｡その具体的詳細を記する余白はないが､昭

和39年度､西成署が同管内で処経した､兇悪犯70､暴力

犯599､の件数の大学がここに集中され､麻薬犯が72件

(38年は179件)にのぼっている｡同署はこの粒域をほ

ぼ中央から東西に分け､西(萩之茶屋地区)を憶易宿所

街(スラムが含まれている) ､東(山王地区)を犯罪の

温床地群として､これに適応する治安対錐をたてている

(上記雑誌｢少年指導｣の発表記章からのばっすい｡

このように､ドヤ､スラム､反社会の3つの地縮ま大別

され､またこれを理解し､実践飾こ改善､開発するため

には､これをそれぞれ路酎こ区別することが絶対必要で

あるが､現実にはこの3つの極く少部分-末端でま､

その人的桃迄がかちんで交錯し､筋合していることも見

のかせない｡ただし､これはあくまでも轟く少細分であ

って､これら少数者がかもし出す反社会的行為が､大多

数の善良な住民､真面目な労助言の社会的信用をきずつ

け､深刻な迷惑をおよ話しで′､ることを理旅していた,た

きた､､,

｢賃金｣仕事と飯場　当センターが毎早朝､無料就

労あっせんす-5のは､労働粂Ii的く8洋間制を基本とし

て､幸宏､夜勤､オール･ナイトとあるが.いずれにし

ても1日集ると同軸こ賃金が支払はれるもので､これが

｢賃金｣巴華である｡センターの就労業務の95%を占め

てい,J

ところが賞金仕事にあぶれたり,一定日数を経て､ま

とまった収入郊ましい時､その他の理由(たとえばドヤ

代の節窮等)で､飯場の住み込み就労が敢行される｡こ

れをセンターで受け付けるのは､ 1日平均20名寵愛iこす

ぎず.いたって少数である｡が､センターに関係なく､

この亀城から頻j劉こ流れるものは相当数にのほろものと

推定され5｡ここに言う飯場とは､自らは現業を持た

ず､ i-JJ一水音を電舎(飯場)に退席させ､元請業者その他

の要請によ,,1､労勘力(日雇人夫)を提供(人夫出し飯

場)するのか､定型的なものであって､派生的に思類似

のいろいろの緒があり､この就労の仲立ちするのか手記

師である+,I+.にセンターに求人届け出をする飯域こ註､

世間で風評されるような､労拗音に対する苛酷な問題は

ほとんどだ1､,が､労拗音と手配師の直接交渉によるケー

スに忠､条件がしばしば抵捜されることがあるようであ

る｡労職者の人身拘束､賃金の不払い､切り下げ､暴力

行為宝と-たまには､労職者の方に`'仕事をしない…
''物をぬすんだ'などの非難もあるが､多くの場合飯場

の法劉燕現し,-_行勧･:あげられる｡この場合の事故相談

日日H

写　　真

センター事務所入口に設

けられている求人告知板

(昭和39年4月1日)

は､センターに届け出の有無にかかわりなく､職員が詞

馨と解決にあたっているが､このために非常な労力と時

間綱紀費され､困難をきわめることが多い｡飯場システ

ムは全国的に見て､底が深く､広い｡その基本的解決に

ii､国策的スケールが必要であろう｡

常用定識化と直行　賃金仕事はあくまでも日雇労

働であって､不安定そのものである｡これが常用され､

剣紬とすることを理想とするが､なかなかむずかしい｡

長い目では､常用労勧ま利益であるが､目前の条件とし

てくま､日雇賃金は常用の日給月給の貸金よりはるかに高

額であること､おうかたの日雇労務者はぽんぽうな`伯

増大''の気質を持っているため､定着を好まないこと､

求人閲も日蓮の方を望む(ただし､最近は管用希望の求

人側もふえて来た)ことなどから､常用化が進展しな

いe　しかし､常用賠進は発展的課題として､センターは

あらゆる機会をとらえ､これを進める方針である｡

これに開通し､賃金仕事(その日払い)ではあるが､

労働者が連続して同一職場に就労する`慣行''が増えて

来た｡ある企業Tl･:ま､センターを経て､毎日80名を直行

雇用し､なお不足の30名前筏を賃金仕事に雇い､この桓

行かすでこ1年近くもつすげられているところがある｡

よろこぼしい傾向と見る｡ただ､直行はあくまでも日雇

の延長としての雇用影体なので､これを質的に発展させ

なけ諏ま常用とはならない｡この地域の労働関係ではむ

ずかしいことだが､労働者も求人側も合理的に反省し

て､篤用化が双方にとって利益であるような社会的条件

をつくり出すここが,必要であろう｡

以上の概説によって､この蛙の日雇労働者の雇用安定

がいろいろ困難な問題を内包しで,､るかをご判読の上､

本事業報告をご一覧ねがいます｡

(専務理事･事務局長　松　尾　純　理)
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I　就労あっせんの事業
1センターの無料職業紹介は､求人､求職の双方が

自由に話し合ってきめる､相互選択方式の就労あっせん

業務である｡本事業は昭和36年9月1日(いわゆる釜ケ

崎蔀件は8月1日に勃発した)に開始(37年9月30日ま

では大阪府労働部西成分室として)されたので､昭和40

年3月31日では､ 43ケ月を経過したことになる｡紹介現

場は西成区東四条三丁目の国道､尼ケ崎-平野線が東

西に走る､約20米×300米の道路上の空地で行はれ　求

職に来ろ労務者は､西成の,主として餉易宿所に居住す

る日雇労務者が大方であり､この地域に住む労務者全部
でなく(これ等の分類の詳細こついては事業報告まえが

さを参照)その約%､すなわち5 000名(夏季)から3 000名

(冬季)と見なされる｡あっせん鄭勧ま毎日(大晦日と年

始3日の4日間だけ休み)千両5時45分から8時まで､

夜勤就労は午後3時-5時まで受附けたもので､以下の

事業集計はこの時限を中心としてまとめたものである3
2　本年度(39年4月1日-40年3月31日)の求大(

就労あっせん)数は､第1表のように638,897名であっ

て､前年度の536,488名に比較すれば､ 102,449名の漕加

となっている｡ l日単位あたりの就労教は､業界の好､

不況､季節､天族等に大きくゆきぶられ､日雇の不安定

な性格を如実にして､その様戒の落差がはげしく､最大

は4月15日の3.299名､最小は9月25日の58名(台風20

号通過)であったが､こうした特別の自然現射こわざわ
いされない場合としでま11月30日(小雨)の542名､ 2

月21日(日曜)の597名である｡

本年度の特徴は､従来まで月間6万名を起した就労数
が一度もなかったのに､今年蛙は4回もあったこと､特

に8月は7万をオーバーしたこと､もう一つは､今まで

就労数の月間グラフは､ 1月､ 12月を底辺とし､ 8月､

9月を頂点として､なだらかな山型をえがいてい'にの

が､ 39年度は4月､ 8月､ 10月､の3つを頂点とし､

その間6月､ 9月､ 11月､ 1月を底辺として急角度なジ

グザグのグラブを示していろことである(第3表) ｡特

に4月は68.824名(38年度33.681名､ 37年度18.405名)

と前年度の2倍もあったことば､特異な現象で.はっき

りした原因はつかめていないが､一時飾こ港湾荷役が多

かったこと､建設業界が設備殺資の最終的段階におかれ

たころあいであり､また公共の最終的年度末支払が5月
のところもあるので､これに間に合せろため建設業の強

行策がとられた結果とも継走されるが､とに角39年度の

求人グラフの高低が過去2カ年半のグラブとは全然違っ
た形体を示したことは､やはりこの時期の産業界の変動

を反映しているものと見ないわけにはいかないだろう｡

またこの年はオリンピック建設終了後の大量労働力の､

大阪への移動が云々されたが､このグラフで見るかき

り､目立った影響はなかったと判断される｡なるほど8

月の70,667名は前年8月の49.168名､前々年度40,075名

よりは､はるかに多いが､グラフは年々逓増を示し､そ

のあぶれ数はその割りに高率を示していない｡

細痩且

昭和39年4月1日から

昭和40年3月31日まで

3-　就労先の壷菜別は､大別して(メ)港湾運送(燐内
:沿岸) (ロ)陸上運送(ハ)建設(土木:建築) (ニ)製造

その他であるが､ (第1表､第4表)でわかるように､港湾運

送と建設が圧到的で､この2菜種で約80%占めているo

求人数(業者)と求職数(労務者)は､平常の場合､

正比例して増減する｡夏季は冬季に比して､両者が平行

して激増するのか､例年の一定した傾向であったが､今

年は前記したように､月別にかなりはげしい高低を示し
た｡一番困るのは雨の日で､求人､求職と!点こその絶対

数は減少するが､求人数の激減に対し､求蔵敷が相対的
に減少せず､アンバランスが生ずるときである｡

も一つ本年のいちじるしい特徴は､直行労働者が非常

に多くなったと推定されることである｡ここで云う直行

とは､最初センターのあっせんで就労したものが､日雇

形式(･瀧用ではない)ではあるが､同一事業所に継続し
て就労することで､この場合センターにいちいち琵け出

ないケースが多い｡各事業所連絡員とセンター職員の談

話のうちに､こうした労働者が非瀞こ多くなっているこ

とが判明したので､この調査に薄手したが､本誌発行ま

でには､その正確な類字をつかむに至っていない｡しか

し､おそらく2,000名前後の数にのぼることが推定され､

この性行が常用につながる可能鮭があればと､期待して
いるのたが｡

4　未就労(あぶれ)の数は､センターのあっせん業

務が完全な揖け出制でないので､正確につかむことが出

来ない｡毎朝午前8時を現在として､推定数をわり出し
ている｡第1表(Ⅵ残留労務音数)で示すように､年間

161,425名､仝労閲者の23%を禾している｡

しかし､この数の中には.はじめから就労の意思がな
いもの､例へは'.今朝までオール､ナイトで飽いたの

で､休む予定のもの,仕事や賃金がおり合わないで見送

ったもの､これに加えて､のっけからのひやかし､泥酔

者､労臓意欲衷失言､精神薄弱者､同異常者とみなされ

るものなど､一応は集まって来るものが含まれている｡

ここにこの地域の特種性があらばれており､センター業

務の困難さがある｡われわれは､だから､あぶれといわ

ず､残留者と云う表現をつかっていろ｡

5　就労賃金は第2表と第3表で示す｡ 39年の後半以

降で見ると､ 6月の建設は1.329円(38年はliO80円､以

下同の陸上運輸は1,317円(1,030円) ､港湾関係では

8月の船内が1.260円(I.060円) ､沿岸1.245円(1.030

円) ､塑造では8月1,263円(1 010円)となって､前年

度より約20%前後の上昇を示している｡詳細について
は､第`2表を参照していただきたい｡

労働時間は業種によって多少契るが､ ~般的に定時と

云うのは､午前8時から午後5時まで､半夜は午前8時から

午後8時､夜勤は午後6時から翌朝6時､オール､ナイトは

午前8時から翌朝の6時までがならわしになっていろ｡

6.終りに､前記年間就労した638i897名の平均賃金

を1,200円と計算すれば　7億6千6百67万6千会田の

巨額に還し､この大半はこの西成地域に消費されたと見
るべきであろう｡　　(蛾業紹介部長･部　昇作)
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tT4*)

産業,別･聴種別　求人棟成
S･うq ･4-40･う

Ⅱ　職業･生活相談の事業

1,相談業務は生活酸業相談部をはじめ,職業紹介

蔀､厚生部と泣こ応接しているC相談内容は多種多様

で､別表でiま5項目にわけているが､実際には各項目に

からまって解決されなければならない内容のものばかり

である｡また表に記載されたものは､かなりめんとうな

ヶースであって､職員が数日､あるいはひどいのになる

と芋年越しで解決された問題となったものばかりであっ

て､竃話で簡単に話し合いかついたり､就労現場のミ路

上相談ミやいわゆるミっき合い相談ミ等は､事務的にも

記環がむずかしいの千･いつさ屈まふかれており､ bLJ

これらを算入すればおそらく､表示の数字の5倍以上に

なるだろう｡また表示の相談事項は殆んとが労勅書から

詩ちこまれたものの統託て､求人吉例(事業主) ､関係

機関､労働者以外の個人(尋ね人は除く)から申込まれ

たものはこれに入っていない｡

2　相談のうち､最も重点がおかれ､職員がエネルギ

ーを消費するのは､事故相談であり､これは賃金不払い

の取りたてと､労災の受給､これに関連する休業補償の

立てかえの問題などである｡不払いがおころケースは一

つは労務者が数日働いたが､いろいろな理由から賃金を

もらえず､そのまま仕事現場から帰って来た場合(飯場

の条件が悪く､逃げて帰る-トンコした場合も含む)

と､他は元請けは払っているのに､その下請け業者ある

いはそれに使われていろ支払係の職員(違緒員)が､労

働者の賃金を払消して(ある時は賃金の持ち逃げして)

払えないケースが多いが､いずれも厄介なケースで双

現業･生活の相談

(冨S秦) 
dI岳工 哩 年寄曽職業 刧U 劍ub�Ⅳ ���Ⅶ ��b�義 

事故 劔�ｨ�8ｸ��寄席人 亶韭��･8- 着の.僧 偃X,R�ノ萄_ 考 
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方の云い分をとっくりきいと上解決を糊､るのである

が､センターの仕事は法的禎掛=よるよりは､話し合い

の上にたつので､その箔浩をつけるには､仲に立つ桜貝

の根気と可なり長い日時を要する｡そのl例-39年3月

に､ 10名の労飼育が大阪府東北部の衛生都市で国鉄新幹

線の付帯工事で働いていたところ､工事現場の職員が労

働者の賃金を持ち逃げしたことから問題となり､しかも

10名の労働者がうったえて出たのか9月中旬､以来10敷

皮にわたり交渉､管轄の基準監督官にも報告し､その援

助を得て､ 10名の云し,分は40数万円の計算になる賃金で

あるが､事業主の云い分もきき､ 360,000円を支払うこ

とで､iO名がなつとくし､解決したの技12月未であった｡

労災受給の確立は､ます労籾災害にかかった事業現勢

の現詔書をとること､医師の診断車をとることである

が､現詔書を出せ､出さないのいきさつ､ lの医師から

他の医輔こうつった窃合の診断の相違で､これがごたつ

くときがある｡ついで休業浦瞬費の請求手続きにうつろ

が､労働者が､休業加藻または入院加療を要すろ場合､

治療費以外の生活費が休業論餓こなるの舶･'､これが決

定して支払ばれろのは､早くて20日､長いと1月以上か

かるoだから､日雇労鱒者にはこの間の立てかえが必然

に要求されるのだが､この法的責任l主菜青になく､厚意

的に立てかえるのか普通であるが､なかにはこれに応じ

ない業者もa)り､これを話しずくでなつとくさせるのに

可なり苦労する｡どうしても応じない場合は､労働者と

業者と基準官督署と連詩､三吉が諒承の上で､センター

が立てかえ､労働者が治療中､生活が出来ろようにして

いろ｡専政の項のうら､植とあるI'i､労勘条件(賃金ゃ

拷問,'jiど)の穐達や暴力を受けたことなどの訴えであっ

て､本年度は昨年に此して少くなっTt｡

3　第l類の職業相談の数が少いのは､単粒なのは､

就労あっせんの数に入れており､ここて;ま労蘭書や求人

佃の希望する特別な条件などを受けつけたものである｡

身上､家庭相談は､個人的疾病あるいはあぶれた襟の飯

代､ドヤ賃の借金申込や､交通費の立て嘉ゝえ依頼等であ

り､これが教護に関連して､その必要を署めると､若干

の生活費や交通等を貸している件数が救護iこ洩れていろ

4　その他の項で､不満陳情とは､はっきりした理由

もない苦情(欲求不満) ､それに外部からの尋ね人の依

頼などが含まれている｡また家庭の問題､生活設計等に

ついては､送金を郵里に依頼したい相談や､擬蛤､復縁､

出違等にからまる困難なケースがよく持ち込まれる｡

その他センター発行の求職登録の指導､泥轟音の世

話､労務者同士のいざこざ､喧嘩の仲介など､いろいろ

雑多な相談ともいえない世話があるが､こうしたことは

この表からはふいた｡

なお､さきにあげた救護-つまり1時をしのぐための

小口貸し出しは､ 760鮎このぽ-た｡ 1倍あたり貸し金

は100-300円が多く､年間約130,000円を支出した｡参

考までに内容を分類ずれは次のようになる｡就労のため

の交通費､食費､病気のための1割生計費､屈邸旅費､

その他別表でもわかるように､年末から､ 1月2月に

殻､夏場に比べると貸し出湘よるかに多くなっており､

言r=前年度の952件に比較して+,･ろと､ 192件の浅となっ

ていろ｡  (池永寅挫･今村清吉･高木千代吉･今康幸

道･人見貞三･割i順之･山上に)

Ⅲ　医療と相談の事業

1･センタノーに看護婦1名が筒塗し､金､土曜の両日

午後には､済生会の今吉診療所を通じ､阪大病院所屈の

医員が来所し､健康の診断と経営を行うほか､軽微な外

傷や葵縞の手当をほどこし､詳細な診察と治涼を必要と

する患者は､前記今宮診寮所(所長･本田良寛医師)に

おくって､軽費診療(多くの場合無料･その費用はセン

ターが負担)をうげろようにしている｡また､労働者の

便宜をはかり､毎朝5難5分からはじまる就労現場のバ

ス内でも､軽微な手当をして､労務者によろこぼれてい

る｡

2･治療成績は的IJ表の通りで､合計14.926件にのぼ

り､昨年の10,781伴に対し､ 38%の増加となっていろ｡

この増加は､ 39年度が特別こ労働者の疾病が多かったと

(18)

いうよりは､治療費がなくても気安くみてもらえる医療

機関のあることがよくP R　されて来た結果であること

これを蜜かえすと､治療が必要でありながら､経済的理

由で今まで治療を受けなかった労働者が東名気持ちで受

診する数がふえたと見られるだろう｡

3.疾病手当と外傷手当を比較すると､ 7.78色名対3.1

91名(38年度は信786名対4,449名)と大きな差をあらわ

していろ｡こんなに外傷手当が激減した理由は､センタ

ー職員の指導的P R　も行きとといて､職場の堅我は多

く労災保険で治療を受けるようになった結果と見られ

る｡当然受けられる保障を多くの労務者が兄のがしてい

たわけである｡だから外傷手当は､チヨットした赤チン

キをぬったり､ほうたいの取りかえ程度のものが多くな

った｡ただ､けんかによる応急処置はいせんとして減ら

ず､多い日は5件にもおまぶ特がある｡内､外科双方と

医　療　と　相　談

(前表) 
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も､夏場が多いことは､労働者の絶対数が培えること

と､気のゆるみがあって外傷したり､不況IliJな生活から

采が副と器疾患が多くなることがあげられる｡またパス

内の疾病手当が､他と比べてとくに多いのは,就労前多

くの労働者が集っているので(毎蔀3,000名前後) ､か

ぜ気味だったり､煩工合が悪いと､ミちょっと1ふくの

んでミ　という気分で調合されている薬をもらうのか多い

からである｡同じ理由で､ 10月以降になってもその薮が

減じなかったのは､感冒が流行して､投薬が多かったこ

とによる｡とに角胃腸疾患の多いのは､ここの特徴で､

激痛を酒で麻痺させて､益々悪化させている例もざらに

あり､受診相談に来る労務者の中には､ ｢自分はかって

胸をわずらったことがあるので､それを心配している｣

とうったえるのか､月10名平均はあり､社会医学的後進

性が蕉っきりあらわれている｡

田rlE H

生　麦中田の医療紹介は､正規な診療と治療を要する

ものとして､前記今宮診療所におくった件数であり､こ

れも前年度の1.046名よりは可なり多くなっているが,

前記した通り､無料の診療機関が周知されたことによる

増加と見られ､またセンターの医療は､婦人を対象に考

えていなかったが､本年度は撞く少数ながら細入や子

供の診療依頼もあり､労務者同様に今宮診療所えの医療

紹介の労をとっている｡歯の治療依頼数も若干あり､ま

た別に､よろこぼしいことは､パトカーや救急車の急援

依頼数が前年度の17件に対し､本庄慶は12佃こ減じたこ

とであるが､勿論これをもって安心される環境であると

は､まだまだ云い切れない状態である｡

(山口清子･今島華道･高木千代吉)



Ⅳ　求職登録3,809名

労働着の求践登録はこれによって就労の適正をはかる

資料を得ることだが､その他にも(1)労務者に不慮の事

故が発生した塩合､その姓名､本籍､現住所､連絡者(

家族)を明瞭にしておく必要があること｡ (2)ゆくゆく

は日雇労働者健康保険や同失業保険など社会保障を適用

させる準備をしておくこと(3)センターの医藻サービス

その他の厚生施設を労務者が利用する手段とすること､

など必要事項として38年6月からこれを開始し､同年度

はほぼ2,000名の登録労働者があった｡ 39年度も､これ

をつすけ､ 40年3月6日現在3.809名にのぼった｡即ち

39年度(39年1月～40年3月6日)に約1,809名が登録

された｡

このうち､ 38年11月より40年1月までの1.682名につ

いて見ると､年令では26才～30才までの395名､ 31才,-

35オまでの395名, 36才～40才までの300名､ 21才～25才

までの205名と21才から40才までの最も働きざかりの青

壮年届が圧倒的に多いこと､これがセンターを利用する

労働者の大きな特徴を表しているが､それだけに､この

若い豊富な労働力を社会飾こ有効に用立て､労務者自ら

も､その生活を安定させることが､いかに必要であるか

が痛感されるわけである｡

出身地別に見ると､福岡県(以下同様)の130名､大

阪市内109名､鹿児島､兵庫ともに84名､東京76名､愛

嬢72名､大阪府下70名の順であり､大阪府､市(179名

)を合せたのを別にすれば､福岡､鹿児島､熊本67名､

長崎66名､など九州出身がすぼぬけて多く､九州地方出

身の26 4%に対し近畿地方26 3%､中国地方12 1%四国

地方11 7%､中部､関東､奥羽の三地方合せて､ようや

く21.7%となっている｡福岡県からの流入が特に多いの

は炭坑耀職者がすぐ連想されるが､事実炭坑から来たと

いう壮年層の労働者に相談を受けることがたびたびあ

り､こうした特殊番晴がなくとも､ここに集る労務者は

西日本から来るのか圧倒的であって､愛知県と福井県に

線を引いて､酎ま大阪に､東は東京にと､この巨大都市

に分布して流入する傾向があると見るのは常識であろ

う｡だから西成地域の労務者を地方別に見ると､その80

%は西日本､ 20%は東日本ということが出来る｡昨年の

調査では､東日本出身はわずかに10%にすぎなかった｡

なお婦人労働者の登録は昨年度は2名だったが､本年も

ようやく2名にすぎず､飯場の炊再編として紹介した｡

婦人の求職者が絶無に近いのも､センターの就労あっせ

んの特殊桂の一つと見ていいだろう｡

(橋本正宜･正信晃)

†　75万円の貯金

年末友の会成績
年末年姓は日雇仕事が全面的に停止､皆無となるの

で､これをのり切る労働者の自動的な越年対策の一つと

して､センター厚生部が奨励金付き積立貯金をすすめる

｢年末友の会｣が11月からはじめられた｡ 39年々末で第

3回日である｡

こんとは1日100円､ 1割の奨勅金付き､ 11月1日に

開始して､ 12月25日に終ったのであるが､ 10月15日から

参加を募集して､同31日までに申込みのあったものが

333名(29才まで87名､ 39才まで142名､ 40才以上104名)

であった｡しかし実陳に貯金したものは257名である｡

このうち途中解約したものが81名の多数にのぼり,最後

までつすげた数は176名におわった｡ 1日100円として全

部で9.300口､金額で930,000円となったが､ 81名の解約

金178,800円(I 788日)を差引いた751.200円が最後ま

で積立てられた金額で､センターはこれの1諦75i120円

を附加して12月30日に払い出し､同時に大丸百貨店寄贈

の中古オーバー､三和銀行寄贈の日本てぬぐい､センタ

ーからは石けんを全員におくってよろこぼれた｡これを

前年度に比べると､ 38年末の参加者162名に対し14名の

増､貯金額は630,500円に対し120,700円の増加で､いず

れも予想したよりははるかに下廻った｡その理由につい

ては､いろいろ考えられるが､この年末は全体的に不景

気で労務者に貯金の余裕がなかったこと､他方常設の貯

金の機関として､この地域に愛隣銀行があり､大方はこ

の方に預金していることなどがあげられる｡同銀行の預

金額は現在47,800,000円､預金者16,700余名で､引き出

されたものは前記金額の約3分2といわれろ｡

なお､途中解約については､魔力これを思いとどまら

せ､頭金はそのままにして､その金額だけ貸与するか

ら､とに角年末まで預けるようにすすめたのだが解約者

は異口同音に帰郷するから｢出してくれ｣というので､

それ以上とどめるわけに行かないケースが多かった｡

友の会貯金を通じてわかったことは､現在あいりん銀

行が開設されているが､年中無休で早朝6時より昼間は

休んでもいいが午毯5時～午後8時までの貯金制度を開

設してほしい労務者の声もあり､直接労務者に接し生活

向上せしめる意味からもセンターで貯金の常設を立案し

ているが､いろいろな困難があって､未だ実現されてい

ない｡ ,　(高木千代吉･今重華道･山口清子)

Ⅵ　日雇労勘考健康探険

加入者数はまだ少い

日雇労働者が職場で怪我した場合は､労災の保障を受

けるが､個人的疾病ないし揚書の場合､日雇労働者嬢康

探険に加入してないかきり､その保障が受けられないo

センターから就労する労働者は､この日雇健保が必要で

あることを痛感しながらも､職易が一定しないこと､住

居が移転すること､手薪をいとうこと､それに加えて使

用者も諒極的に加入をすずめないこと､などから従来は

殆んと加入していない状態であったoこれではいつまで

も日雇労務者の福祉が堵進されないo

そこでセンターは保険当局の特別な孝則こより､セン

ターから就労する日雇労働者にもこの保険に加入するこ

とが出来るような手続を簡便にはからってもらうよに

し､他方労働者と業者にも､これを勧奨し､ 39年夏ごろ

Ⅶ　常用促進-44件

西成の日雇労務者を常用定職化させることには､いろ

いろな困難があるが､その大きな陸害の一つは､労働者

が常用はされたものの､日給が月払となることで､その

第1カ月の生活のつなぎ資金にこまろこと､一定の住居

(アパートや寮)に住みかえたり､多少の身なりをとと

のえるにしても､まとまった生活資金が必要であること

など､痛切なものがある｡

この障害を打開する方策として､ ｢常用化仕度貸付金

貸与｣と｢常用化援助金支拾｣の両制度を前年度から実施

し､今年度も続編している｡前者は10,000円を限度に貸

し､無利子10カ月払い､後者は5.000円を贈呈する仕組

みなのであるが､これの資金は､日ごろ労働着を多く雇

用する事業所各位にご負担､支出していただくことにし

て募金したものであるが､今年度は38件､ 404,800円(

前年度は370.000円)が寄託され､これに前年度の繰越金

36.500円､椿用労働者からの返戻金119.000円を合して､

560.300円の資金となった｡

今年度､この資金の支出は､常用化仕度貸付金の貸付

が26件､ 263 000円(前年度39件, 229,000円) ､同援助

金が18件､ 90,000円(同14作､ 70iOOO円) ､計44件､ 35

31000円となって､ 207,300円を次年度に繰り越した｡貸

付件数が前年度よりはるかに少いことは､甚だ残念であ

るが､これはP Rが足らないこともさることながら､

この地域の労務者の常用定職化には､いろいろ複雑な事

情と臨書があると見なければならないだろう｡しかし常

から始めたのであるが､残念なことにはまだ少数加入者

を得ただけである｡すなわち9月11日に大阪合同通運三

島倉庫の10名がはじめて加入してから､ 40年3月未まで

で､ようやく67名になったにすぎない｡それも多くが屯

行労務者であることが注目されるわけであるが､ 40年度

は-妓日雇労務者にもこれを普及するよう､その啓蒙と

援助に力を入れる予定である｡

現在まで加入した職場名と労働者数は次の通りであ

る｡

上組(丸一鋼管内) 12名､大阪合同運送三島倉庫10名､

大阪埠頭興業5名､佳麗運輸(久保田鉄工内) 4名､海

陸運輸2名､中山組(日立道徳内) 2名､松倉組･大阪

コンクリート(平野) ･長堀運輸,大滝山本租･奥村組

･日通茨木各l名あて｡合計41名｡

残り26名は､自利毀場を異にする日雇自由労燭者の加

入数である｡ (橋本正宜･高木千代吉･今島華道)

用化の促進は､絶対必要であるから､詳細検討した上､

継続して行く予定である｡ (寄付金を寄せられた専業所

へは､別に詳細な報告書をお届けいたします)

(佐藤清次･宇野捻)

寄附者芳名

上記のように､常別ヒ促進するにあたって､次の各位

より御寄付いたたきました｡感謝申上げます｡本事業

は､その性質上､更に継続いたしたく､今後ともご高配

をお願いいたします｡

(寄付受付の月日順､敬称略)

丸谷運輸､近畿建設､大都海運､石倉組､三友企

業､神田組､双葉運輸､佐野組､長堀運輸､大-

運輸､道連､大阪水産運輸､二島運輸､奥村組､

北梅組､長浜組､佐藤運輸､中山組､今西組､(天

王寺区上本町)登山組､九三海運､阪菱作業､中

谷石油作業､大阪防水建設社､吹田運送､藤原運

輸船町出張所､大阪沿岸荷役協会､社団法人全国

港湾荷役振興協会大阪支部(大阪港湾作業､中谷

運輸作業､間口運輸､海陸運輸公社､富栄運輸､

藤原運輸､上米運輸､梶本組､九二運輸､辰己商

会､鴻池運輸､武山回槽店､協栄運輸) ､森組､

堀野姐､南っ-クリクラブ､宮滝運輸､白長組､

阿知液温､共進大阪支店､大阪埠頭興業大阪事務

所､岩田組､今西組(住吉区浅香町) 0

以　　上

(20) 田圃且


